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３．平成２９年度の研究の特筆すべき成果 

センサー，情報通信，クラウドコンピューティングなどを基盤としたInternet of Things 

(IoT)技術によって，様々に異なる使用条件（Usage）や環境条件（Environment）の下で稼働

するデバイスやシステムについて，その品質・信頼性・安全性のパラメータの状態（Condition）

と条件を常時監視し，個々に最適化されたリスクコミュニケーションの確立に向けた研究を

進めている． 

 

 

状態総合監視
DB

図 次世代品質信頼性システムQRIS
（Quality and Reliability Information System）概念図

故障メカニズム
DB

７つの視点

余命診断
最適点検・交換時点

の決定

顧客情報DB

ユーザ

１．設計最適化シミュレーション
２．故障予測シミュレーション

MFBS
Mechanism and Fact 

Based Simulator

信頼性安全性統合DB
IRSDB Integrated R&S DB

信頼性メカニズムシミュレータ

状態総合監視システム
CUEMS Condition, Usage and 
Environment Monitoring System

デ

タ
同
化
技
術

顧客別リスク
コミュニケーションシステム

PRCS Personalized Risk Communication System

・エンジン燃料流量

・エンジン回転数
・エンジン排気温度

・エンジン振動の大きさ
・エンジントルク変動
・エンジンオイル中の金属の種類と含有量

・エンジンオイルの消費量等

インターネット

©K.Suzuki 2017



 平成２９年度には，以下の３項目を中心に研究を進めた． 

I. 超長期データ保存用メモリデバイスの技術開発を例に，故障物理に関する従来研究デ

ータベースから，「ストレスー故障メカニズムー故障モード」のフレームワークを Fault 

Tree Analysis (FTA) に適用して重要開発項目の抽出を行い，フレームワークの有効性

を検証した．（雑誌論文[5]） 

II. 社会インフラ・自動車設計における品質・信頼性に関する不具合の構造分析を実施し，

創発的不具合の発生の特徴と，モニタリングの視点に関する検討を進めた．（雑誌論文

[8]，学会発表[9-11]） 

III. 個別顧客に関する電気設備の使用モニタリングデータに基づき，劣化を予測するモデリ

ングを，故障物理に基づく演繹的な手法（学会発表[12]）と，機械学習・深層学習を用い

た帰納的な手法（学会発表[8]）の両方向から検討した． 

 

４．平成２９年度の研究成果の公表実績 

  (主催した研究会・シンポジウム、研究成果の発信状況等) 

① 研究会の開催 

基盤研究（A）「リスクモードとオンラインモニタリング技術高度化に着目した未然防止体系

の新展開」（研究代表者：鈴木和幸，H27-31）の活動を基盤に，２回／年の研究総会と，日

本品質管理学会における１０回の計画研究会を開催した． 

② 信頼性・安全性の確保に関する研究と啓蒙普及 

IoT の基盤となる，情報通信技術を用いたエネルギーのネットワーク管理を主体とした

特別企画セッションを，第 46 回および第 47 回信頼性保全性シンポジウムにおいて開

催した．産官学からの講演と総合討論を通じて，ネットワーク管理の現状，将来像，そ

して今後の研究の方向性について議論した． 

③ 各種の産官学研究会への参画 

最新の故障メカニズムに関する情報と，現状の課題を収集し，同時にこれまでの研究

結果を展開するため，産官学の参加による各種研究会に参加し，講演を行なった．例

として，各企業の技術者を中心とした信頼性品質問題のクローズドな研究会において

講演２回と討論への参加，故障物理を基盤とした電子部品の信頼性認定に関する国

際規格の改訂案作成と議論への参加，宇宙用部品への市販デバイスの適用に関す

る検討会における講演２回と評価，などである． 
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着目した未然防止体系の新展開」        

代表者名：鈴木和幸 直接経費 5,200,000 円・間接経費 1,560,000 円 

2. 科研費（基盤研究（A））日本学術振興会 「市民・行政・専門家の連携による環境監視・減災支援

基盤の構築と社会実装」        

代表者名：田中健次 直接経費 7,800,000 円・間接経費 2,340,000 円 



3. 科研費（基盤研究(Ｃ)）日本学術振興会「多変量寿命データの時間尺度関数に関する研究」 代

表者名：山本渉 直接経費 1,000,000 円・間接経費 300,000 円 

4. 科研費（挑戦的研究・開拓）日本学術振興会「協調給電による再生可能エネルギー指向自律分

散グリッドの開発と実証」        

代表者名：横川慎二 直接経費 2,500,000 円・間接経費 750,000 円 

5. 科研費（基盤研究(C) ）日本学術振興会「高信頼性・安全性システムのためのオンライン状態

監視に基づく動的な保全計画」        

代表者名：金路 直接経費1,200,000 円・間接経費 360,000 円 

6. 奨学寄付（研究協賛）公益財団法人カシオ科学振興財団「機械学習・深層学習を用いたリチウ

ムイオン二次電池の市場信頼性予測の研究」     代表者名：

横川慎二 3,000,000 円  

その他，横川が代表者となる民間企業との共同研究２件 

 

６．今後の研究発展 

ToT，ICT を活用した Validation を実現することを主眼としたモニタリングシステムの構築を目指

し，品質信頼性の視点での活用と発展を検討する． 

また，分野横断的な議論を行うことを目的とする会議において，フォーカスドセッションをオーガ

ナイズし，これまでの成果の議論と体系化を目指す．この成果をもとにした報告の出版体への掲

載を平成３０年度中に行う．  
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